
平成19年度
川越市の収入と支出
収入921億円・支出891億円

 国・県支出金
 114億円
（12.4％）

 市債
 71億円
（7.7％）　　　

 その他
 143億円
（15.6％）

 繰越金
 46億円
（4.9％）

 扶助費扶助費
 151151億円億円
（16.916.9％）％）

 扶助費
 151億円
（16.9％）

 人件費人件費
 204204億円億円
（22.822.8％）％）

 市税市税
 547547億円億円
（59.459.4％）％）

 市税
 547億円
（59.4％）

 人件費
 204億円
（22.8％）

 公債費
 86億円
（9.7％）

 物件費
 146億円
（16.4％）

 補助費等補助費等
 108108億円億円
（12.212.2％）％）

 補助費等
 108億円
（12.2％）

 普通建設事業費
 102億円
（11.4％）

 その他
 94億円
（10.6％）

収入

支出（性質別）

 義務的経費
 441億円
（49.4％）

30億円
の黒字？

見た目の黒字額
30億円

実際の赤字額
18億円

平成19年度の
収入でない額
48億円このうち収入を年度別に見てみると……

平成19年度の収入
873億円

平成18年度から
繰り越した額
41億円

財政調整基金の取り崩し額
５億円

平成20年度に
繰り越す額
２億円

＝
収支の差額
（黒字額）

30億円

平成19年度の
収入でない額

48億円
－ ＝ 18億円

の赤字

その内訳
は!?
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会
計
と
は
？

家
族
が
別
々
に
財
布
を
持
つ
よ
う
に
、

市
も
独
立
し
て
や
り
く
り
を
行
う
財
布
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
会
計
」
と
い
い
ま

す
。「
一
般
会
計
」
と
は
、
市
の
基
本
的

な
経
費
を
や
り
く
り
す
る
、
根
幹
と
な
る

財
布
で
す
。「
特
別
会
計
」
と
は
、
特
定

の
事
業
を
行
う
場
合
、
そ
こ
か
ら
発
生
す

る
収
入
を
事
業
の
支
出
に
あ
て
て
、
独
立

し
た
や
り
く
り
を
す
る
財
布
で
す
。

普
通
会
計
と
は
？

「
普
通
会
計
」
と
は
、
統
計
上
の
会
計

で
、
各
自
治
体
の
財
政
比
較
を
統
一
的
な

基
準
で
比
較
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で

す
。
川
越
市
の
普
通
会
計
は
、
一
般
会
計

と
、
特
別
会
計
の
診
療
事
業
会
計
・
母
子

寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
事
業
会
計
お
よ
び
西

口
土
地
区
画
整
理
事
業
会
計
（
平
成
19
年

度
末
で
廃
止
）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
越
の
財
政
は
？

平
成
19
年
度
の
収
支
は
、
約
三
十
億
円

の
黒
字
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
同
年

度
の
収
入
で
な
い
額
（
約
四
十
八
億
円
）

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
額
を
除
く
と

同
年
度
だ
け
の
収
支
の
実
際
は
、
約
十
八

億
円
の
赤
字
で
す
。

川
越
市
の
財
政
事
情

財
布
の
中
身
そ
の
一

●よく分かる解説
平成19年度は黒字で

した。しかし、収入には、
同18年度から繰り越し
た額と、貯金をおろした
額と、同20年度の支払
いのために取っておく額
が含まれています。これ
らを除くと、実は赤字だ
ったことになります。

市
で
は
年
二
回
、
財
政
事
情
（
予
算
の
執
行
状
況
等
）
を
公
表
し
て
い

ま
す
。
今
回
、
財
政
の
状
況
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
平

成
19
年
度
「
普
通
会
計
」
決
算
を
ベ
ー
ス
に
、
二
回
に
渡
っ
て
、
で
き
る

だ
け
「
分
か
り
や
す
く
」、
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財
政
課
…
℡
２
２
４-

５
６
１
８



川
越
の
貯
金
は
？

一
般
家
庭
の
貯
金
に
あ
た
る
も
の
と
し

て
、
市
に
は
、「
基
金
」
が
あ
り
ま
す
。

将
来
に
備
え
て
積
み
立
て
て
お
い
て
、
財

源
が
不
足
す
る
年
に
使
っ
た
り
、
施
設
の

建
設
な
ど
特
定
の
目
的
に
使
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
市
に
は
、
年
度
間
の
財
源
調
整

に
使
う
「
財
政
調
整
基
金
」
や
、
職
員
の

退
職
手
当
の
財
源
に
充
て
る
「
職
員
退
職

手
当
基
金
」
な
ど
の
基
金
が
あ
り
ま
す
。

上
の
グ
ラ
フ
は
平
成
15
年
度
か
ら
同
19

年
度
ま
で
の
、
財
政
調
整
基
金
と
、
十
の

基
金
残
高
の
推
移
を
表
し
て
い
ま
す
。
市

で
は
、
財
政
規
模
な
ど
を
考
え
る
と
、
財

政
調
整
基
金
で
は
、
三
十
億
円
程
度
の
積

立
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

同
19
年
度
の
残
高
は
、
必
要
と
さ
れ
る
積

立
額
に
対
し
て
四
分
の
一
程
度
の
八
億
円

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

川
越
の
借
金
は
？

公
共
施
設
や
道
路
な
ど
を
整
備
す
る

と
、
一
時
的
に
多
額
の
支
払
い
が
発
生
し

ま
す
。
単
年
度
で
支
払
う
こ
と
が
難
し
い

場
合
、
そ
の
不
足
を
補
う
た
め
に
、
市
は

国
・
県
・
銀
行
な
ど
か
ら
借
金
を
し
ま

す
。
こ
れ
を
市
債
と
い
い
ま
す
。
市
債
は
、

一
般
家
庭
で
い
う
と
住
宅
ロ
ー
ン
で
す
。

市
債
に
は
一
時
的
な
不
足
を
補
う
だ
け

で
な
く
、も
う
一
つ
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
公
共
施
設
や
道
路
な
ど
、
将
来

に
渡
っ
て
利
用
す
る
物
を
、
将
来
の
市
民

に
も
分
割
し
て
負
担
し
て
も
ら
う
、「
世

代
間
負
担
」
で
す
。
市
で
は
、
現
在
の
負

担
額
と
将
来
の
負
担
額
の
バ
ラ
ン
ス
を
取

り
な
が
ら
、
計
画
的
に
市
債
を
活
用
す
る

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

上
の
グ
ラ
フ
は
平
成
15
年
度
か
ら
同
19

年
度
ま
で
の
、
普
通
会
計
と
市
全
体
の
市

債
の
残
高
を
表
し
て
い
ま
す
。
残
高
が
大

き
く
増
加
し
た
の
は
、
同
16
年
度
。
こ
れ

は
、
菅
間
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
用
地
取

得
や
建
設
費
の
支
払
い
を
す
る
た
め
、
多

く
の
借
金
を
し
た
こ
と
が
原
因
で
す
。

ほ
か
に
も
支
払
い
が
？

こ
の
ほ
か
に
も
、
市
が
将
来
に
渡
っ
て

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し

て
、
債
務
負
担
行
為
が
あ
り
ま
す
。
本
来
、

市
の
予
算
は
単
年
度
で
完
結
す
る
の
が
原

則
で
す
。
こ
れ
に
対
し
、
将
来
に
渡
る
支

払
い
を
あ
ら
か
じ
め
約
束
す
る
仕
組
み

が
、
債
務
負
担
行
為
で
す
。
例
え
ば
、
複

数
年
に
渡
る
施
設
管
理
の
委
託
契
約
は
、

債
務
負
担
行
為
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
普
通
会
計
で
、
債
務
負

担
行
為
と
し
て
翌
年
度
以
降
に
支
出
を
予

定
し
て
い
る
額
は
、百
七
十
九
億
円
で
す
。

こ
の
額
と
普
通
会
計
の
市
債
残
高
を
合
わ

せ
る
と
、
九
百
四
十
七
億
円
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
市
の
財
政
は
余
裕
の
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
回
（
５
月
25
日
発
行
の
広
報
川
越
）

は
、
平
成
19
年
度
普
通
会
計
決
算
を
、
家

計
に
例
え
て
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、
市
の

「
健
康
状
態
」
に
つ
い
て
も
解
説
し
ま
す
。
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 扶助費
 151億円
（16.9％）

 人件費
 204億円
（22.8％）

 市税
 547億円
（59.4％）

 補助費等
 108億円
（12.2％）

見た目の黒字額
30億円

実際の赤字額
18億円
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●川越市の基金の状況
市民１人あたりの平成19年度基

金残高は19,435円。中核市（39

市）の中では、残高の多い方から数

えて35番目です。中でも財政調整

基金は、同15年度に30億円あった

ものが、同19年度では、４分の１

程度の８億円となっています。これ

は、同17年度から三位一体の改革

などによる財源の落ち込みを補うた

め、取り崩しを行った影響です。

●川越市の市債の状況
市民１人あたりの平成19年度普

通会計市債残高は232,317円。中

核市の中では、残高の少ない方から

数えて５番目です。普通会計とそれ

以外の会計を合わせた、市全体の市

債残高は1,129億円。市民１人あ

たりの市債残高は341,635円です。

＊市民１人あたりの残高は、平成

19年度末における住民基本台帳人

口（330,414人）で算出しました。


